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リリース概要
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■リリース日 2018年6月30日（土）

■リリース概要
１．記事訂正機能の改善

ー 訂正履歴なしでの記事訂正機能

２．データチェックの強化
ー 記事データを登録する際のチェック機能

３．アクセス統計機能強化
ー 出力項目の最適化
ー ボット除外アクセス数および被引用数の出力追加
ー 任意の指定期間での複数月集計レポートの作成



記事訂正（履歴なし）機能の追加

訂正履歴なしで記事訂正が可能となりました。
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１．記事訂正機能の改善
2018年6月30日
リリース

【XML登載】記事管理画面

「記事訂正（履歴なし）」機能
で編集が可能な項目を表示して
おります。

「記事訂正（履歴なし）」より
履歴なしでの記事訂正が可能です。

・訂正履歴とは
一度公開をした記事に対して、記事の訂正を行い再公開をすると、
公開画面上に「訂正情報」として、訂正した履歴を表示します。
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１．記事訂正機能の改善

【注意】
履歴なし編集が不可の項目はグレーアウ
トされ、項目の編集ができません。
編集不可の項目を修正したい場合には、
「記事訂正（履歴あり）」からの訂正を
お願い致します。

履歴なしで編集できる項目はラベル
の背景が赤で表示されます。
他の履歴なし項目は「履歴なし編集
可能項目一覧」をご覧下さい。

記事作成・編集画面
（基本書誌情報）

記事訂正（履歴なし）編集画面

2018年6月30日
リリース
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１．記事訂正機能の改善

記事訂正（履歴なし）、記事訂正（履歴あり）のどちらかの
モードを選択し、登録をした後に、途中から履歴あり、履歴な
しのモード切替は行えません。
履歴あり⇔履歴なしの切り替えを行う場合は、
一度編集中の記事を削除し、公開中の記事から「記事訂正（履
歴なし）」、「記事訂正（履歴あり）」の選択からやり直す必
要があります。

「記事訂正（履歴なし）」、「記事訂正（履歴あり）」
のどちらかを選択し、登録をすると、再度、「記事編
集」から開いても最初に選択したモードが継続されます。

記事訂正の編集途中から履歴なし、履歴ありの切り替えを行うことはできません。

2018年6月30日
リリース

科学太郎

科学太郎
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１．記事訂正機能の改善

【注意】
訂正内容を日本語欄に記載の場合、
訂正理由も日本語欄に記載がないとエ
ラーとなります。

記事訂正（履歴あり）での訂正時には、
訂正箇所、訂正内容、訂正理由は必須となります。

訂正履歴入力時の変更点
リリース前 リリース後

訂正情報 記事訂正 記事訂正（履歴あり） 記事訂正（履歴なし）

訂正箇所
固定文言（編集不可）

英語：Article
日本語：記事内容が変更されました

選択必須（複数選択可）： （英語）
書誌事項（Bibliography）、
抄録（Abstract）、
引用文献（References）、
本文PDF（Fulltext PDF）、
電子付録（Supplementary materials）、
その他（Other）

なし

訂正内容 任意項目（省略可）
条件必須
（訂正内容、訂正理由は英語、若しくは日本語でセット
で必須です。）

なし

訂正理由 任意項目（省略可）
条件必須
（訂正内容、訂正理由は英語、若しくは日本語でセット
で必須です。）

なし

2018年6月30日
リリース

記事訂正
（履歴あり）

の
訂正情報
入力欄



２．データチェックの強化
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・空タグとは

・xmlでの記載時にタグ（<title></title> など）のみ存在し、タグ内に何も記載がない(未入力)状態のことを指します。

・基本、タグ内に入力する値がないときは、タグ内の値だけではなく、タグごと削除頂くようお願いします。

＃ 項目名 チェック名 チェック内容 記事アップロード

1
タイトル、
サブタイトル

関連チェック
サブタイトルが設定されている場合は、
サブタイトルと同言語のタイトルが未入力の場合エラー（空タグ禁止）

★

2
著者名（姓）・
グループ著者

必須チェック
著者名（姓）または、
グループ著者が未入力の場合エラー（空タグ禁止）

★

3
引用文献の
著者名（姓）・
グループ著者

必須チェック
引用文献の
著者名（姓）または、
グループ著者が未入力の場合エラー（空タグ禁止）

★

4 著者所属機関情報 必須チェック 著者所属機関名が未入力の場合エラー（空タグ禁止） ★

★・・・新規追加のチェック

記事アップロード時の必須項目の空タグを禁止

記事アップロード時（xmlファイル）の入力必須項目に、空タグが設定されていた場合、

エラーとします。

2018年6月30日
リリース



２．データチェックの強化
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# 項目名 チェック名 チェック内容 XML登載 WEB登載 記事アップロード

1

発行年

文字種チェック 半角数字かどうかのチェック(半角数字以外はエラー) ★ － ★

2 桁数チェック 4桁以内かのチェック(5文字以上はエラー) ★ － ★

3

DOI

文字種チェック 半角英数記号かどうかのチェック(半角英数記号以外はエラー) ○ ○ ★

4 桁数チェック 100文字以内かのチェック(101文字以上はエラー) ○ ○ ○

5 必須チェック "/"が含まれていない場合エラー ★ ★ ○

6
著者（姓、名）、
グループ著者

必須チェック
著者名（姓）または、
グループ著者が未入力の場合エラー（空タグ禁止）

－ － ★

7 桁数チェック 4000文字以内かのチェック(4001文字以上はエラー) － － ★

8 引用原文 桁数チェック 4000文字以内かのチェック(4001文字以上はエラー) ○ ○ ○

★・・・新規追加のチェック

○・・・実装済みのチェック

－・・・入力項目がないためチェックなし

引用文献項目のチェック強化

引用文献の項目に対して、チェックを強化します。

2018年6月30日
リリース



２．データチェックの強化
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★・・・新規追加のチェック

○・・・実装済みのチェック

－・・・入力項目がないためチェックなし

＃ 項目名 チェック名 チェック内容 XML登載 WEB登載 記事アップロード

1

著者名・
グループ著者名、
著者所属機関情報

関連チェック 著者所属機関に紐付いていない著者はエラーとしない ○ ○ ★

2 関連チェック 著者所属機関が登録されている場合は、著者と紐付いていない場合エラー ★ ○ ★

3 必須チェック 著者所属機関名が未入力の場合エラー（空タグ禁止） － － ★

4 関連チェック 著者と所属機関を紐付ける場合、著者、著者所属機関どちらも存在すること － － ★

5 関連チェック
著者の削除時に、他の著者に紐付いていない所属機関が紐付いている場合（削除
対象の記事にしか紐付いていない所属機関があった場合）エラー

★ － －

6 関連チェック 所属機関の削除時に、他の著者に紐付いている場合エラー ★ － －

著者と著者所属機関関連チェックの強化

「著者名・グループ著者名」と「著者所属機関」との関連チェックを強化します。

2018年6月30日
リリース



２．データチェックの強化
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修正

著者・
グループ著者

紐付き 著者所属機関 問題点

パターン
１

著者名A 機関名Ⅰ

問題なし著者名B 機関名Ⅱ

著者名C 機関名Ⅲ

パターン
２

著者名A 機関名Ⅰ

著者と所属機関が正しく紐付いて
いません。

著者名B 機関名Ⅱ

著者名C 機関名Ⅲ

パターン
３

著者名A 機関名Ⅰ

問題なし著者名B 機関名Ⅱ

著者名C

パターン
４

著者名A 機関名Ⅰ

同じ所属機関が複数登録されてい
ます。

著者名B 機関名Ⅰ

著者名C 機関名Ⅱ

パターン
５

著者名A 機関名Ⅰ

紐付いていない所属機関がありま
す。

著者名B 機関名Ⅱ

機関名Ⅲ

著者
グループ著者

紐付き著者所属機関 修正方法

著者名A 機関名Ⅰ

著者と所属機関を正しく紐付ける。著者名B 機関名Ⅱ

著者名C 機関名Ⅲ

著者名A 機関名Ⅰ

所属機関の重複をなくし、紐付きにより複数著者
が同一の機関の所属しているように修正する。

著者名B 機関名Ⅱ

著者名C

著者名A 機関名Ⅰ

著者Bが複数機関に所属している場合、
著者Bに機関名Ⅱ、機関名Ⅲを紐付ける。

著者名B 機関名Ⅱ

機関名Ⅲ

著者名A 機関名Ⅰ

機関名Ⅲが機関著者である場合、
グループ著者に機関名Ⅲを入力する。

著者名B 機関名Ⅱ

機関名Ⅲ

修正

修正
①

著者・グループ著者は、無所属の場合もあるため、
著者所属機関と紐付いていなくてもエラーとなりません。

著者所属機関は、著者に紐付
いていない場合、
エラーとなり登録できません。

「著者名・グループ名著者」と「著者所属機関」のパターン別登録例

パターン２と同様、
一つでも著者所属機関が著者に
紐付いていない場合は、エラー
となります。

著者種別を「個人著者」から
「グループ・機関著者」に変
更し、登録する。

2018年6月30日
リリース



３．アクセス統計機能強化
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アクセス統計機能強化
・出力項目を最適化します。

・ボット除外アクセス数を併せて出力します。

・記事に対する被引用数の出力を追加します。

・単月だけでなく、任意の指定期間での複数月集計レポートを出力します。

# 集計項目

1 資料TOP

2 巻号一覧

3 書誌事項

4 全文PDF

5 全文HTML

6 検索画面

7 検索実行

# 集計項目

1 書誌事項

2 全文PDF

3 全文HTML

4 被引用文献登録数

サマリー集計項目 記事別集計項目

2018年6月30日
リリース

既存のアクセス数に加え、ボッ
ト除外アクセス数も出力する。

既存のアクセス数に加え、ボッ
ト除外アクセス数も出力する。

アクセス数に加え、被引用文献
登録数を出力する。

複数月指定時、単月集計レポー
ト・複数月集計レポートを一括
出力。


